
連
歌
に
お
け
る
式
目
と
実
作
と
の
関
連
性

目

次

序本
論第

一
章
千
句
連
歌
史

第
二
章
花
と
月
の
用
法

第
一
節
四
花
八
月
と
そ
の
定
座
か
ら
み
た
式
目
の
変
遷

第
二
節
花
・
月
の
句
と
詠
者
の
関
係

第
三
節
各
時
代
の
式
目
と
の
関
係

第
三
章
花
と
月
以
外
の
式
目

第
一
節
句
材
の
制
限

第
二
節
発
句
・
脇
句
・
第
三
の
特
殊
性

結
び

序

連
歌
で
使
用
さ
れ
た
用
語
K
そ
の
語
源
を
み
る
事
が
で
き
る
語
が

現
在
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
一
つ

K
「
花
を
も
た
せ
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
「
花
」
が
現
在
我
々
が

受
け
と
る
語
感

K
達
す
る
ま
で

K
は
、
連
歌

K
お
け
る
「
花
」
の
用

法
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
平
安
朝
以
来
、

景
物
の
代
表
と
し
て
「
花
」
「
月
」
「
雪
」
は
詩
歌
に
詠
ま
れ
、
珍

重
な
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
は
中
世
の
連
歌

K
お
い
て
も
受
け

二
十
八
回
生

和

田

山

典

子

継
が
れ
、
特
K
「
花
」
と
「
月
」
は
貴
重
な
存
在
と
し
て
こ
の
用
法

K
様
々
な
規
則
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が
「
花
」
「
月
」
の
式
目
で

あ
る
が
、
細
か
く
整
備
さ
れ
す
ぎ
た
式
目
は
、
か
え
っ
て
連
歌
の
文

学
と
し
て
の
生
命
を
枯
渇
さ
せ
、
や
が
て
連
歌
は
近
世
に
お
け
る
俳

諮

K
そ
の
文
学
形
態
を
譲
っ
て
い
く
事
K
な
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の

よ
う
な
連
歌
の
式
目
と
実
作
と
の
闘
係
を
「
花
」
と
「
月
」
の
場
合

に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
但
し
、
作
品
は
千
一

句
連
歌

K
限

っ

た

。

日

第
一
章

千
句
連
歌
史

現
存
資
料
K
よ
っ
て
、
存
在
し
た
事
が
明
ら
か

K
な
っ
た
千
句
連

歌
は
全
部
で
六
十
七
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
作
品
が
現
存
す
る
の
は

五
十
六
で
、
活
字
化
さ
れ
た
も
の
は
十
九
、
写
本
が
三
十
七

K
な
る
。

資
料
か
ら
判
明
し
た
作
品
だ
け
で
も
六
十
七
あ
る
事
か
ら
、
実
際

K

は
も
っ
と
多
く
千
句
通
歌
の
興
行
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章

第
一
節

四
花
八
月
と
そ
の
定
座
か
ら
み
た
式
目
の
変
遷
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式
目
書

K
よ
る
規
定
を
基
に
、
次
の
二
点

K
注
意
し
な
が
ら
「
花
」

と
「
月
」
の
式
自
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

川
「
四
花
八
月
」
と
い
う
「
花
」
「
月
」
を
必
ず
詠
み
込
ま
な
け

れ
ば
な
「
り
な
い
規
定
は
い
つ
頃
か
ら
現
わ
れ
る
か
。

ω「
花
」
と
「
月
」
の
定
座
は
い
つ
頃
か
ら
意
識
さ
れ
は
じ
め
た

カ
な
お
、
こ
の
節
に
お
け
る
時
代
区
分
は
、
各
時
期
の
代
表
作
家
K

よ
っ
て
、
第
一
期
一
（
良
基
、
救
済
時
代
）
、
第
二
期
（
七
賢
時
代
）
、

第
三
期
（
宗
祇
時
代
）
、
第
四
期
（
紹
巴
時
代
）
の
四
期

K
分
け
た
。

第
一
期

こ
の
時
期
の
千
句
連
歌
五
つ
の
う
ち
、
本
稿
の
調
査
対
象
と
し
て

と
り
あ
げ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
文
和
千
句
（
一
三
五

五
文
和
四
）
、
②
紫
野
千
句
（
一
一
一
一
七

O
応
安
三
）
。

調
査
の
結
果
、
第
一
期
で
は
「
四
花
八
月
」
と
い
う
数
の
規
定
は

も
と
よ
り
、
「
花
」
は
折
を
か
え
て
、
「
月
」
は
面
を
か
え
て
一
ず

つ
賦
す
と
い
う
観
念
は
全
く
な
く
、
さ
ら
に
「
花
」
「
月
」
の
定
座

K
対
す
る
意
識
も
殆
ど
み
ら
れ
ず
、
か
な
り
自
由

K
「
花
」
「
月
」

が
詠
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
期

こ
の
時
期
の
千
句
連
歌
八
つ
の
う
ち
、
本
稿
の
調
査
対
象
と
し
て

取
り
あ
げ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
文
安
月
千
句
（
一
四

岨
五
文
安
一
一
）
②
宝
徳
千
句
（
一
一
四
五
二
宝
徳
四
）
③
初
瀬
千

句
（
一
四
五
二
宝
徳
四
）

調
査
の
結
果
、
第
二
期
で
は
、
宝
徳
千
句
に
な
る
と
他
の
二
つ
の

千
句
と
は
や
や
違
っ
て
き
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
「
花
」

「
月
」
と
も
そ
れ
ぞ
れ
十
巻
の
う
ち
半
分
が
「
四
花
」
あ
る
い
は

「
八
月
」
に
な
り
、
こ
の
頃
か
ら
徐
々
に
、
百
韻

K
「
花
」
四
つ
、

「
月
」
八
つ
を
詠
む
事
が
慣
し
と
な
り
つ
つ
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。

特
に
「
花
」
に
つ
い
て
は
、
全
て
懐
紙
を
か
え
て
用
い
る
ま
で
は
い

か
な
く
て
も
、
一
つ
の
面
に
二
つ
の
「
花
」
を
賦
す
部
分
が
わ
ず
か

一
個
所

K
減
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
「
月
」
に
つ
い
て

は
、
「
八
月
」
が
文
安
月
千
句
K
6
例
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
同
千
匂

の
「
四
花
」
が
1
例
し
か
み
ら
れ
な
い
の
に
比
べ
か
な
り
高
い
数
値

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
月
千
句
と
い
う
も
の
を
幾
分
意
識
し
て
の

結
呆
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
定
座
に
対
す
る
観
念
は
、
こ
の
期
に

お
い
て
も
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
三
期

こ
の
時
期
の
千
句
連
歌
十
四
の
う
ち
、
本
稿
の
調
査
対
象
と
し
て

と
り
あ
げ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
熊
野
法
楽
千
句
（
一

四
六
六
文
正
元
）
②
河
越
千
句
（
一
四
七

O
文
明
二
）
③
一
二
島

千
句
（
一
四
七
二
文
明
一
二
）
④
美
濃
千
句
（
一
四
七
二
文
明
四
）

⑤
表
佐
千
句
（
一
四
七
六
文
明
八
）
⑥
葉
守
千
句
（
一
四
八
七
長

享
元
）
⑦
聖
廟
千
句
（
一
四
九
四
明
応
一
二
）

調
査
の
結
果
、
第
三
期
の
特
徴
と
し
て
は
「
月
」
に
比
べ
「
花
」

の
賦
し
方
に
変
化
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
千
句
で

「
問
花
」
の
割
合
が
高
く
な
り
、
か
っ
違
式
な
点
が
か
な
り
減
少
し
、

式
目
の
中
で
数
の
規
定
に
合
致
し
て
い
く
様
子
が
窺
え
る
。
し
か
し
、

定
感
の
観
念
は
「
花
」
「
月
」
と
も
、
こ
の
期

K
お
い
て
も
ま
だ
認

め
難
い
と
言
え
よ
う
。

第
四
期

。。



こ
の
時
期
の
千
句
連
歌
三
十
九
の
う
ち
、
本
稿
の
調
査
対
象
と
し

て
と
り
あ
げ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
出
陣
千
句
（
一
五

O
四
永
正
元
）
②
伊
予
千
句
（
一
五
三
七
天
文
元
）
③
守
武
千

句
（
一
五
四

O
天
文
九
）
④
称
名
院
追
善
千
句
（
一
五
六
三
永
禄

六
）
⑤
石
山
千
句
（
一
五
六
四
永
禄
七
）
⑥
大
原
野
十
花
千
句

（
一
五
七
一
元
亀
一
一
）
⑦
毛
利
千
句
（
一
五
九
四
文
禄
三
）

調
査
の
結
果
、
こ
の
第
四
期
で
は
、
式
目
に
対
す
る
意
識
度
が
高

ま
り
、
数
値
的
K
も
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
特
K
一
五
六
四
年

成
立
の
石
山
千
句
と
一
五
七
一
年
成
立
の
大
原
野
十
花
千
句
に
つ
い

て
は
、
「
四
花
八
月
」
と
い
う
詠
匂
数
の
制
限
が
ほ
ぼ
完
壁

K
守
ら

れ
て
お
り
、
「
花
」
の
定
座

K
対
す
る
認
識
も
十
分
窺
え
る
も
の
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
千
句
は
、
調
査
対
象
と
な

っ
た
作
品
の
中
で
、
よ
り
式
目

K
合
致
し
た
模
範
的
な
も
の
だ
と
言

う
事
が
で
き
よ
う
。
但
し
、
「
月
」
の
定
座

K
対
す
る
意
識
の
有
無

は
、
今
の
段
階
で
は
判
断
し
難
く
、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
状
態
で

あ
る
。こ

れ
ら
の
結
果
か
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
「
花
」
「
月
」
に
関
す

る
式
目
の
内
容
は
、
時
代
を
経
て
少
し
ず
つ
連
衆

K
受
容
さ
れ
て
い

っ
た
も
の
だ
と
言
う
事
が
で
き
よ
う
。

第
二
節
花
・
月
の
句
と
詠
者
の
関
係

「
花
」
と
「
月
」
が
重
要
な
素
材
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
事
は
前

節
で
述
べ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
素
材
を
詠
む
人
は
連
衆
の
中
で
も
限

ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
人
々
は
、
一
般
的

K
貴
人
、
実
力
者
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
果
た
し
て
実
際
K
そ
う
で
あ
っ
た

か
を
、
独
吟
、
両
吟
を
除
い
た
十
二
の
作
品
を
対
象

K
調
べ
て
み
た
。

な
お
、
各
千
句
に
お
け
る
実
力
者
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
彼
ら
の

詠
句
数
が
当
然
他
の
連
衆
よ
り
多
い
と
推
察
し
、
句
挙
げ
に
よ
ヲ
て

詠
句
数
の
上
位
二
名
を
と
り
あ
げ
た
。

調
査
の
結
果
、
上
位
二
名
の
詠
者
K
よ
る
「
花
」
の
数
の
全
体

K

占
め
る
割
合
は
、
良
基
の
時
代
K
は
六

O
%以
上
で
あ
っ
た
が
、
紹

巴
の
時
代

K
な
る
と
三

O
%以
下
で
半
分

K
減
少
し
て
い
る
。
又
、

「
月
」
も
同
じ
よ
う

K
、
五

O
%以
上
（
良
基
時
代
）
か
ら
こ

O
%

以
下
（
紹
巴
時
代
）
へ
と
そ
の
変
遷
を
示
し
て
い
る
。

以
上
、
「
花
」
「
月
」
の
句
と
詠
者
の
関
係
は
、
連
衆
の
中
で
も

先
輩
格
と
し
て
敬
意
を
も
た
れ
て
い
る
人
と
か
、
貴
人
と
の
聞
に
つ

な
が
り
が
あ
る
事
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
史
的
変
遷
を
み
る
と
、

時
代
を
経
る
毎
に
こ
の
結
び
つ
き
が
弱
く
な
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
一

ょ

う

。

日

第
三
節
各
時
代
の
式
目
と
の
関
係

こ
の
節
で
は
、
各
時
代
の
式
白
書
を
通
し
て
、
「
花
」
「
月
」
に

関
す
る
記
述
を
抜
き
だ
し
、
実
際
の
結
果
と
の
関
連
を
検
討
し
て
み

た
。
ま
ず
一
三
四
五
年
の
『
僻
連
抄
』
に
そ
の
記
述
を
み
る
と
、

＼
一
座
三
句
物
花
本
式
如
此
、
あ
る
ひ
は
懐
紙
に
一
づ
』
四

一

と

れ

を

す

べ

し

／
何
度
可
用
之
物
月
去
七
句

と
あ
り
、
「
花
」
は
一
座
三
句
物
と
さ
れ
な
が
ら
も
同
時

K
懐
紙
毎

K
一
ず
つ
賦
す
「
四
花
」
の
用
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
月
」
に

つ
い
て
は
、
七
句
を
隔
て
る
と
い
う
事
だ
け
で
句
数
の
制
阪
は
さ
れ

て
お
ら
ず
、
定
座
に
つ
い
て
は
、
「
花
」
「
月
」
共
K
そ
の
記
述
は

み
ら
れ
な
い
。
こ
の
学
書
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
第
一
期



の
作
品
、
文
和
千
句
と
紫
野
千
句
の
結
果
を
み
る
と
、
両
千
句
と
も

「
花
」
は
全
巻
四
以
上
で
、
寸
四
花
」
の
全
体
に
占
め
る
割
合
も
二

O
%
と
低
い
。
つ
ま
り
実
際

K
は
、
「
四
花
」
は
も
と
よ
り
、
一
座

三
句
物
と
い
う
規
定
に
す
ら
合
致
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
「
四
花
」

か
ら
「
七
花
」
と
い
う
ぱ
ら
つ
き
も
あ
わ
せ
て
、
こ
の
頃
の
式
目
が

存
在
は
し
て
も
連
衆
を
拘
束
す
る
力
は
全
く
な
か
っ
た
事
を
示
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
一
三
七
二
年
の
『
応
安
新
式
』
で
も
、

＼
一
座
三
句
物
花
懐
紙
を
可
替
似
物
花
此
外
一

／
可
隔
七
句
物
月
与
月

と
あ
り
、
「
花
」
は
一
座
三
句
物
、
「
月
」
は
七
句
去
り
と
記
述
さ

れ
、
こ
の
時
期
の
作
品
で
あ
る
「
月
千
句
」
で
は
、
「
花
」
は
「
一
ニ

花
」
か
ら
「
八
花
」
ま
で
の
範
囲
に
及
び
、
「
四
花
」
の
全
体
に
占

め
る
割
合
も
一

O
%
と
最
も
低
率
に
な
ワ
て
い
る
。
一
し
座
三
句
物

K

し
て
も
依
然
と
し
て
式
日
の
効
力
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

次
K
一
四
五
二
年
の
『
新
式
A
7
案

』

で

は

、

）

（
一
座
三
句
物
花
近
年
或
為
四
本
之
物
、
然
而
余
花
吋
可
在
其
中

と
あ
り
、
「
花
」
ぼ
一
座
＝
一
句
物
だ
が
、
実
際
岨
句
詠
ま
れ
が
ち
で

あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
「
四
花
」
の
比
率
が
丘

O
%

へ
と
急
増
し
て
い
る
宝
徳
千
句
の
結
果
に
よ
っ
て
裏
づ
け
る
事
が
で

き
よ
う
。
さ
ら

K
こ
の
千
句

K
お
け
る
各
巻
の
「
花
」
の
数
も
「
四

花
」
か
ら
「
六
花
」
ま
で
と
そ
の
差
が
か
な
り
縮
小
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
の
連
衆

K
宗
仰
の
名
が
み
ら
れ
る
が
、
以
上
の
事
実
か
ら
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
も
不
規
則
に
用
い
ら
れ
て
い
た
寸
花
」
の
句
を

自
ら
制
定
し
た
『
新
式
今
案
』
の
式
目

K
で
き
る
だ
け
合
致
さ
せ
る

事
に
よ
っ
て
そ
の
統
制
を
は
か
ろ
う
と
し
た
意
図
が
窺
え
よ
う
。
ま

た
、
一
五

O
一
年
の
「
連
歌
新
式
追
加
並
新
式
今
案
』
の
記
述
で
は
、

＼
一
座
三
句
物
花

一
近
年
或
為
四
本
之
物
、
然
而
余
花
ハ
可
在
其
中
花
可
為
＝
一
句
之

一
由
、
有
其
沙
汰
然
而
可
謂
無
念
乎
、
所
詮
四
句
三
句
共
以
不
可
有

／
子
紙
歎

と
あ
り
、
「
花
」
の
数
が
動
揺
し
て
い
る
と
お
り
、
こ
の
後
の
作
品

を
み
る
と
、
出
陣
千
句
、
伊
予
千
句
、
称
名
院
追
善
千
句
、
共

K

「
四
花
」
の
割
合
ば
五

O
%前
後
と
な
っ
て
い
る
心
そ
し
て
こ
の
時

期
で
は
、
ど
の
千
句
も
、
ほ
ぼ
「
三
花
」
か
ら
「
五
花
」
ま
で
の
範

囲
K
お
さ
ま
っ
て
お
り
、
百
韻
に
四
つ
以
上
の
「
花
」
が
詠
ま
れ
て

い
た
初
期
の
頃
に
比
べ
、
逆

K
四
以
内
の
数
で
詠
も
う
と
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
石
山
千
句
、
大
原
野
千
句
で
は
「
四
花
」

の
割
合
が
八

O
%
、
九

O
%
K
の
ぼ
り
、
全
巻
が
大
半
を
占
め
る

「
四
花
」
と
極
少
の
「
五
花
」
の
域
か
ら
成
る
。
こ
の
事
実
は
、
今

ま
で
の
式
白
書
に
「
花
」
の
句
数
の
規
定
が
「
一
座
三
句
物
」
と
掲

げ
ら
れ
な
が
ら
も
実
際
に
は
殆
ど
四
句
詠
ま
れ
て
い
た
事
を
示
す
決

定
的
な
資
料
と
な
り
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
月
」
の
句
数
に
つ
い
て
は

こ
こ
で
も
そ
の
記
述
を
得
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
称
名
院
千
句
、

石
山
千
句
、
大
原
野
千
句
と
、
名
残
の
裏
を
省
い
た
「
七
月
」
と
い

う
形
で
一

O
O
%式
自
に
合
致
し
て
い
る
結
果
は
、
式
目
が
現
実

K

追
い
つ
け
な
か
っ
た
事
を
明
確
に
表
わ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ

の
よ
う
に
混
乱
し
た
時
代
を
経
て
、
室
町
末
期
に
成
立
し
た
「
無
言

抄
』
に
「
花
」
と
「
月
」
の
記
述
を
み
る
と
、

一
花
、
四
な
り
。
＝
一
も
不
苦
と
い
ふ
説
あ
し
ふ
。
い
つ
れ
も
二
三
四
有
物
は

一
お
り
を
か
ゆ
る
な
り
。
は
な
、
発
句
、
脇
－
第
三
の
外
、
面
に
せ
ず
。
ぉ
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も
て
に
嫌
も
の
お
く
に
注
之
、
一
の
折
に
下
句
の
花
悪
し
な
ど
い
ふ
説
、

ゐ
中
説
な
り
。
く
る
し
か
ら
ず
。

月
、
面
に
一
つ
ム
八
な
り
。
但
、
名
残
の
う
ら
に
は
な
く
と
も
く
る
し
か

ら
ず
。

然
は
七
も
有
。
月
の
事
か
な
ら
ず
人
の
ま
ど
ふ
申
告
な
り
。

と
あ
り
、
式
目
の
記
述

K
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

「
花
」
の
数
に
つ
い
て
は
三
つ
で
も
差
支
え
な
い
と
い
う
説
を
否
定

し
て
、
必
ず
四
つ
詠
ま
ね
ば
な
ら
な
い
「
四
花
」
を
明
確

K
し
て
い

る
し
「
月
」

K
つ
い
て
も
そ
の
数
は
、
面

K
一
ず
つ
で
計
八
の
「
八

月
」
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら

K
注
目
さ
れ
る
記
述
と
し
て
、
発
句
、

脇
句
、
第
三
以
外
は
懐
紙
の
表

K
「
花
」
を
詠
ん
で
は
な
ら
な
い
。

ま
た
名
残
の
裏
に
は
「
月
」
は
な
く
と
も
よ
い
と
い
う
こ
点
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
花
」
が
詠
ま
れ
る
位
置
の
規
制
や
、
名
残

の
裏
を
省
い
て
「
七
月
」
で
も
可
と
す
る
「
月
」
の
数
の
規
定
が
記

さ
れ
た
の
は
、
『
無
言
抄
』
が
初
め
て
で
、
今
ま
で
の
式
目
の
内
容

と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
以
上
の
事
実
を
基
に
し
て
『
無
言
抄
』

に
お
け
る
「
花
」
と
「
月
」
の
記
述
の
成
立
背
景
を
推
察
す
る
と
、

こ
れ
よ
り
少
し
前
の
作
品
で
あ
る
石
山
千
句
、
大
原
野
手
句
の
存
在

が
非
常
K
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
重
要
な
景
物
で
あ
る
「
花
」

「
月
」
は
、
南
北
朝
の
頃
、
点
数
稼
ぎ
の
た
め

K
あ
ま
り

K
も
乱
用

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
統
制
し
、
こ
れ
ら
の
景
物
の
貴
重
さ
を
維
持

す
る
た
め

K
、
く
り
か
え
し
句
数
制
限
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の

間

K
「
花
」
は
建
前
の
一
座
三
句
物
よ
り
、
実
際

K
は
四
句
詠
む
事

が
多
く
な
り
、
紹
巴
の
時
代

K
至
つ
て
は
殆
ど
作
品
の
中
で
各
折
に

一
ず
つ
の
「
四
花
」
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
事
が
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
「
月
」
も
各
面

K
一
ず
つ
賦
す
「
八
月
」
が
式
目

K
加
え
ら
れ

た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
名
残
の
裏
を
欠
く
「
七
月
」
の
方
が
実
状
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
現
実
と
の
矛
盾
を
な
く
す
た
め

K
も、

式
自
の
記
述
を
大
き
く
改
定
す
る
必
要

K
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
が
室
町
末
期
に
『
無
言
抄
』
の
内
容
と
な
っ
て
現
わ
れ
た

の
は
寧
ろ
当
然
の
事
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
参
考
ま
で

K
一
七
七
六

年
の
『
三
冊
子
』
に
「
花
」
と
「
月
」
の
記
述
を
み
る
と
、

花
の
事
は
、
花
四
本
の
内
、
下
の
句
は
一
句
ば
か
り
、
定
座
ま
れ
に
も
乙

ぼ
す
事
な
し
、
と
な
り
。

表
に
月
二
つ
ま
れ
に
あ
り
。
乙
の
時
は
月
数
八
つ
な
り
。
名
の
裏
に
は
ま

れ
に
も
月
な
し
、
と
な
り
。

と
あ
り
、
近
世
俳
譜
に
い
た
っ
て
「
花
」
の
定
座
が
確
立
し
、
名
残
一

の
裏

K
は
「
月
」
を
詠
ま
ず
「
七
月
」

K
固
定
し
た
事
が
明
ら
か
で
乱

あ
る
。こ

の
よ
う
に
、
次
第
K
細
か
く
規
制
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、

前
述
の
様
々
な
式
白
書

K
よ
っ
て
記
述
が
明
ら
か

K
な
る
以
前

K
、

連
衆
の
聞
で
は
、
す
で
に
こ
れ
ら
の
規
定
が
暗
黙
の
う
ち
に
了
解
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
言
い
換
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
観
念
が
実
際

の
作
品
上

K
現
わ
れ
、
そ
の
頻
度
数
が
増
し
た
時
は
じ
め
て
正
式

K

式
目
の
中

K
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
第
二
章
で
は
、
「
花
」
と
「
月
」
の
用
法
を
史
的
に
な
が

め
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
景
物
が
重
要
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
そ
の
用

法
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
た
の
は
当
然
の
事
と
じ
て
理
解
で
き
よ
う
。

但
し
、
そ
の
規
制
が
根
本
的
に
は
ど
こ
か
ら
発
生
す
る
も
の
で
あ
る

か
と
い
う
事
を
考
え
た
時
、
次
の
様
な
事
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は



作
法
書
か
ら
得
た
知
識
に
よ
っ
て
外
面
か
ら
な
さ
れ
る
と
い
う
よ
り

は
、
寧
ろ
、
連
歌
師
の
も
つ
概
念
が
指
示
す
る
内
面
か
ら
の
規
制
で

は
な
か
っ
た
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
「
花
」
の
句
が
、
実
力
者
、
貴

人
を
優
先
す
る
事
は
、
式
白
書
げ
い
こ
と
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ

の
観
念
が
い
か

K
定
着
し
て
い
た
か
は
作
品
の
結
果
か
ら
明
白
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
式
白
書
は
常
に
連
歌
の
実
勢
を
追
う
形
で
成
立

し
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
章

「
花
」
と
「
月
」
以
外
の
式
目

こ
の
章
で
は
、
そ
の
他
の
式
目
の
調
査
結
果
を
援
用
す
る
事
に
よ

っ
て
、
「
花
」
と
「
月
」
の
特
徴
を
と
ら
え
て
み
る
事

K
し
た
。

第
一
節
句
材
の
制
限

連
歌
を
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
句
は
、
必
ず
何
か
の
句
材
を
用
い

る
わ
け
で
あ
る
が
、
百
韻
の
流
れ
を
保
つ
た
め
に
は
重
複
を
さ
け
る

規
制
が
必
要
と
な
る
。
ど
の
様
な
句
材
が
ど
の
様
な
規
制
を
受
け
る

か
は
式
白
書

K
細
か
く
一
不
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
、
こ
こ
で
は

ま
ず
大
き
く
、
「
花
」
（
前
章
の
正
花
と
は
異
な
る
）
、
「
木
」

「
虫
」
「
烏
」
「
動
物
・
人
」
「
そ
の
他
」
の
六
項
目
に
分
け
、
さ

ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

K
四

1
十
の
具
体
的
な
句
材
を
調
べ
た
結
果
、

ま
と
め
る
と
、
こ
の
様
な
句
材
制
限
に
関
す
る
規
定
は
、
初
期
の
附
明

か
ら
相
当
し
っ
か
り
し
た
基
盤
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
殆
ど
固
定
し
て

い
た
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
時
代
と
共

K
変
遷
し
て
き
た
「
花
」

「
月
」
の
式
目
と
は
、
は
っ
き
り
異
な
る
事
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、

調
べ
た
範
凶
内
で
み
ら
れ
る
違
式
な
部
分
は
、
具
体
的
に
そ
の
比
率

を
調
べ
る
と
、
問
一
州
uH
は
%
で
こ
の
事
か
ら
も
句
材
制
限
が
い
か
に

式
目

K
合
致
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
節
発
句
、
脇
句
、
第
三
の
特
殊
性

「
花
」
「
月
」
以
外
の
式
目
と
し
て
、
次

K
「
発
句
」
「
脇
句
」

「
第
二
こ
に
規
定
さ
れ
た
式
目
の
合
致
率
を
調
べ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

句
の
規
定
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
「
発
句
」
は
、
①
連
歌
が
催
さ
れ

る
季
節
の
事
物
を
詠
む
事
が
必
要
。
②
一
句
と
し
て
の
独
立
性
を
も

た
せ
る
た
め
に
表
現
と
し
て
明
確
な
言
い
切
り
が
必
要
（
切
れ
字

「
か
な
」
「
や
」
等
）
で
あ
る
。
「
脇
句
」
は
体
言
で
止
め
る
の
が

憤
例
で
、
「
第
＝
こ
の
句
末
は
「
て
」
で
止
め
る
の
が
よ
く
、
そ
れ

以
外
は
「
ら
ん
」
「
な
し
」

K
限
ら
れ
る
、
と
い
う
事
に
な
る
。

「
発
句
」
の
季
語
は
必
ず
詠
ま
れ
て
い
る
と
言
ヲ
て
よ
い
の
で
、
こ

こ
で
は
、
「
発
句
」
「
脇
句
」
「
第
＝
こ
の
句
末
の
規
定
に
焦
点
を
詑

あ
て
て
み
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
「
発
句
」
は
ま
ず
規
定
一

通
り
に
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
が
で
き
る
。
「
脇
句
」
に
お
い
て

は
、
違
式
の
部
分
が
三
%
、
「
第
コ
こ
で
は
五
%
で
、
確
か

K
「発

句
」
「
脇
句
」
「
第
一
三
の
順

K
そ
の
比
率
が
増
加
し
て
は
い
る
が
、

全
般
的

K
低
率
で
あ
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
「
第
＝
こ

K
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
必
ず
し
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
事

が
作
法
書

K
も
触
れ
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
発
句
」
「
脇
句
」
「
第

三
」
に
関
す
る
式
目
は
初
期
の
頃
か
ら
ほ
ぼ
正
篠

K
｛
寸
ら
れ
て
い
る

上
に
、
多
少
の
例
外
も
許
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
花
」
や

「
月
」
の
式
目
の
よ
う
に
時
代
を
重
ね
て
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て

い
く
史
的
変
遷
は
み
ら
れ
な
い
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
第
三
章
で
は
、
「
花
」
と
「
月
」
に
関
す
る
式
目
の
特
徴



を
捉
え
る
た
め
に
、
句
材
制
限
と
、
「
発
句
」
「
脇
句
」
「
第
三
」

の
規
制
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
花
」
と
「
月
」
の
式

目
が
歴
史
的
に
変
遷
し
て
い
く
過
程
は
独
特
な
も
の
で
あ
る
事
が
わ

か
り
、
こ
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
重
要
な
句
材
の
用
法
が
非
常
に
尊
重

さ
れ
た
事
に
起
因
す
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
式
白
書
と
実

作
と
の
関
係
は
、
「
花
」
と
「
月
」
に
限
ら
ず
、
「
匂
材
制
限
（
例

「
雨
」
）
」
に
も
み
ら
れ
る
事
か
ら
、
式
白
書
が
、
実
作

K
よ
っ
て

慣
例
化
さ
れ
た
も
の
を
追
う
形
で
取
り
入
れ
て
い
っ
た
と
言
う
事
が

で
き
よ
う
。

結

び

連
歌
式
目
と
実
作
と
の
関
連
性
を
、
景
物
の
代
表
で
あ
る
「
花
」

「
月
」
の
素
材
を
中
心

K
検
討
し
て
き
た
。
結
果
を
要
約
す
る
と
次

の
様

K
な
る
。

川
実
作
上
で
、
「
花
」
と
「
月
」
の
式
目
の
変
遷
を
み
る
と
、
巌

初
に
意
識
さ
れ
始
め
る
の
が
「
花
」
の
詠
句
数
と
「
月
」
の
詠
句
数

で
、
次
に
「
四
花
」
で
も
折
を
か
え
、
し
か
も
裏

K
賦
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
事
か
ら
「
花
」
の
定
座
が
意
識
さ
れ
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、

室
町
末
期

K
至
る
と
、
殆
ど
完
墜

K
「
四
花
八
月
」
の
規
定
が
守
ら

れ
て
お
り
、
「
花
」
の
定
座

K
対
す
る
意
識
も
一
一
層
は
っ
き
り
と
窺

え
る
よ
う
に
な
る
。

山
「
花
」
「
月
」
の
句
と
詠
者
の
関
係
は
、
連
衆
の
中
で
も
貴
人
、

実
力
者
と
の
結
び
つ
き
が
深
い
。
さ
ら

K
ζ
の
結
び
つ
き
は
、
時
代

が
下
が
る
と
共
に
緩
や
か

K
左
っ
て
く
る
傾
向
が
あ
る
。

閉
式
白
書

K
よ
る
規
定
と
実
作
か
ら
受
け
と
れ
る
規
定
と
を
比
較

す
る
と
、
式
白
書
は
、
常
に
連
歌
の
実
勢
を
追
う
形
で
成
立
し
て
き

た
の
が
わ
か
る
。

凶
「
花
」
「
月
」
に
み
ら
れ
る
式
目
の
変
遷
は
独
特
な
も
の
で
あ

る
事
が
わ
か
り
、
こ
の
特
徴
は
、
い
か
に
こ
れ
ら
の
素
材
が
重
要
な

も
の
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
規
定
を
定
め
る
の
に
時
間
を
要
し
た
か

を
示
し
て
い
る
。
ま
た
実
作
と
式
自
書

K
お
け
る
規
定
の
関
係
に
つ

い
て
、
実
作
が
先
行
す
る
と
い
う
性
質
は
、
「
花
」
「
月
」
に
限
ら

ず
、
そ
の
他
の
式
自
に
つ
い
て
も
同
じ
例
が
み
ら
れ
た
。
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